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前略，いよいよ新病院建設も着工の段階になったとの
事ですが本当によかったですねD 現病院の使い難さ，合
理化のしにくさが問題であっただけに，新病院にかける
期待も大きいでしょう。またここ数年来さわがれていた
医学部改革運動はいかがですか，いくつかの批判また改
革案ももう十分出つくしたでしょう。しかしそれらが実
行にうつされたとの話もききませんし，小生あまり期待
もしていません(悪しからず)。というのは期待させな
い体質的なものが千葉大学の中にあるからです。それは
第 lに，全員が知らず知らずのうちにしみついた無責任・
さであり，第 2は無刺激性ということです。こちらに来
て，このふたつのことを非常に強く感じました。判り難
いでしょうから少し説明したいと思います。
第 lの問題ですが，千葉大が国から多大の金銭を受け
ているのに，教育にせよ，研究にせよ，診療にせよ，あ
まり実をあげていないことは，大いに全員責任を感じな
ければなりません。ご存知のように私のいるエール大学
をはじめ，アメリカの多くの大学は私立ですから，その
資金源は民間の援助であり，授業料であり，診療利潤で
あり，また各財団からのグラントでまかなっているわけ
です。したがって当然，それに対して十分な見返りをし
なければなりません。すべての構成員は 2年毎の契約で
，その間になんらかの成果をあげないと首になり，永久
就職ということなど考えられないことです。
もちろん tenureといって，一応永久に身分の保障を
する制度もありますが，しかしこれとて金銭的な保障で
はありませんから，仕事ができなくなると研究員や技術
員を雇う金も，そのほかの研究費も入ってこないので結
局いられません。というわけで，すべてが業績をあげる
ことに実にエネルギッシュですし，また教育にしても学
生を含めた委員会で適，不適の判定を下されますので熱
心で、すD ですから能力のある者ほど多くの技術員を雇っ
てますます成果をあげられますし，能力のない者は結局
いつまで、も自分の金をもたないまま，他人に使われるか
ほかの病院に移らざるをえなくなります。もっともこれ
は日本でも一般社会では当然のことで，その点寝ていて
もかなりの額が国から支給され，だまっていても無給医
が入ってきてくれる日本の医局というものは，ある意味
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で非常にありがたい存在ともいえます。
日本には「出る釘は打たれる」という諺がありますが，
こちらでは何もしないということは非常な重罪になるわ
けです。はたして千葉大学で，この責任ということにつ
いて卜分話され，各自がこの責任ということを意識して
いるでしょうか。日本の医学部に特有の家族主義同族意
識が，何か問題がおきた場合にこの責任の追求というこ
とになると，ついその鉾先をにぶらせ，したがって問題
点、が不明瞭になってしまう。私はいろいろのことはすべ
て，この無責任制ということに帰せられると思います。
つぎ、に無刺激ということですが，上述のように成果を
上げることを要求されますので，皆新らたな知識の吸収
に非常に熱心で、す。驚いたのは各科ともカンフプレン
ス，レクチャーが実に多く(しかもこれは朝 7時半から 
1時間とか，昼休みにパンをかじりながら 1時間とか，夕
方の 4時 5時からなど勤務にさしっかえないようになっ
ています)， このどれもが聴講自由であり， 途中での質
問も盛んです。一体にアメリカ人は討論好きで，回診中
でも廊下で実によく discussをしますし，カンフプレン
スなどでも学生まで盛んにこれに加わっています。もっ
ともすべてが必ずしも立派な，的をえたものばかりとは
いえませんが。演者は自分の専門について話題を提供
し，また他科への演者依頼も多く，時に他大学より人を
招いて話をきいています。
これは日本ではとても考えられないことで，医局に入
ってしまうと，もうほかの医局のシキイが高くなり，ま
して各専門について他大学より人をよんで discussする
など考えもつかないことでしょう。こうして研究の進歩
に遅れまいとして常にその吸収に心がけ，こうした刺激
の中に身を置いておくことは日本の医師の「専門馬鹿」
に比べ，彼らがいかに広い知識をもっているか改めて考
え直さねばならないことと思います。以上のふたつのこ
とが千葉大に欠けており，これなくしてはほかの良い制
度をとり入れてみても，結局「仏造って魂入れず」にな
り，形式だけの模倣になってしまう危険を常にふくんで
いると思います。
次回にはこちらの研究システム，教育のしかたなど，
少し具体的なことについて気付いたことをお知らせしま
す。お元気で。 Sept. 7，1972. 
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